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した。私が母校に戻らせていただいたのは，
　①私を歯科医師として育てていただいた，奥羽大学に恩返しがしたい。
　②我が母校を，日本で一番国家試験合格率が高い大学にしたい。
　③福島県の歯科医療を盛り上げ，日本最高峰の治療水準にしたい。
　この３つの思いで母校に帰ってきました。
　今回は，私の中にある教育理念および臨床理念について記載させていただきたいと思
います。
　まず，教育理念ですが，学生は全て私の可愛い後輩であります。この後輩たちが少し
でも理解できる様に，興味を持って学習できる様に講義のスライドや資料は何回も見直
しブラッシュアップを必ず行っています。また，学生が質問しやすい様な環境を与える
様に心がけています。授業中には質問が出来ない学生も多いので，授業終了後や夕方な
どいつでも遠慮することなく，われわれ教員を学生が利用する様に伝えております。さ
らに，学生が将来的に，私のことを歯科医師目標像としてくれる様に日々努力していま
す。これにより，国家試験合格率の向上につながると考えています。
　次に，臨床理念ですが，出来ない歯科治療を無くして，治療技術や知識の向上のため
に努力を惜しまないことです。一つ例に挙げますと，前述の通り私のライフワークであ
る口唇口蓋裂患者に対する治療技術の向上です。具体的には，口唇口蓋裂児が出生する
と初回口唇形成手術前までに行う術前鼻歯槽形成（PNAM）の治療技術です。私は福
岡歯科大学でこの PNAMの技術を身につけさせていただきました。PNAMを勉強さ
せていただいた15年前は，全国でも行うことができる施設はほとんどなく，５施設程
度のみでありました。しかし，少しずつこの治療が普及し，近年では口唇口蓋裂の治療
を行う多くの施設で行うことができる様になってきました。しかし，６年前私が福島県
に戻るまで PNAMを行う施設は福島県にはありませんでした。奥羽大学で福井和徳教
授の許可のもと治療技術を福島県に導入させていただいたことで，近隣の総合病院など
と連携して口唇口蓋裂患者に対するチーム医療を行うことができる様になりました。現
在では福島の医療が「ONE TEAM」になり口唇口蓋裂児に対してより良い治療ができ
るそのチームの役に立てる存在に奥羽大学が参画しております。
　さらに，福島県立医科大学形成外科との医療連携にて日本でも２施設しかできない口
唇形成術，口蓋形成術，歯肉骨膜形成術を同時に行う１期治療を行っています。
　奥羽大学が日本で最も輝く大学になる様にこれからも全職員一丸となりスクラムを組
み前進しましょう。
　まさに，奥羽大学「ONE TEAM」!!
　このように，ラグビー日本代表を例に記載させていただきましたが，私はラグビーの
にわかファンであります！
　
（奥羽大学歯科矯正学成長発育歯学講座）
